
施設利用規約 ～ご利用申込の前に必ずお読みください～ 

 

（利用目的） 

●レンタルスペースは、講座、サークル活動や各種イベント等の目的で利用できます。予約時に利用目的や内容を

お伝え頂き、利用前に申込 書に記入してください。内容によっては、確認をさせていただくことがあります。  

（利用時間等）  

●利用時間には準備や後片付けを含みます。お申込み時間内の利用を厳守していただき、退出時間がきましたら速

やかに退出して下さい。 

（利用料金） 

●１時間当たり 1,100 円の料金をご利用前にお支払いいただきます。セキュリティキーで延長の管理をしますの

で 14 分以内にご退室ください。延長料金は 15 分につき 275 円を退出時にお支払いいただきます。  

（キャンセルについて）  

●キャンセルは前日までに受付へお電話でご連絡ください。前日が日曜・月曜・祝日の場合は、その前日までにご

連絡ください。  

●当日キャンセルの場合は、ご利用料金の半額をお支払いいただきます。  

●キャンセルの場合も来場者・受講者等の対応は利用者が責任をもって行ってください。  

（会場利用制限）  

●利用者は、第三者に会場の利用権の全部または一部の譲渡・転貸することはできません。判明した場合は、今後

一切、レンタルスペースの利用を許可いたしません。 

●利用申込決定後または、利用中においても、次の場合には利用の取消しまたは利用停止の処置をとる場合があり

ます。この場合に生じる利用者のいかなる損害に対しても当社は一切の責任を負いません。また未経過分の利用

料の返還は行いません。  

◦ 申込書の記入内容が実際と異なる、または偽りがあった場合。 

◦ 管理上または風紀上好ましくないと認められる場合。  

◦ 関係法令に反する場合。また関係官公署の指示に反する場合。 

◦ 募金行為、宗教活動、政治活動、各種勧誘などをした場合。  

◦ 集団的・常習的に暴力的不法行為、反社会的行為がある場合。 

◦ 注意に従わず、また本規約に違反すると判断した場合。  

◦ 危険物持込、人身事故、建物・施設などを汚損・破損・紛失した場合。 

◦ 商品を不特定の消費者に販売する目的で利用する場合。  

◦ 音・振動・臭気の発生により、周囲に迷惑を及ぼす、又はそのおそれがある場合。  

◦ 来場者・受講者数が施設の許容範囲を超え周囲に迷惑を及ぼすと判断した場合。 

 ●その他  

◦スタジオスペースで飲食をされる場合や、コルク床を傷つける恐れのある備品をご利用の際は、必ずビニールシ

ートをお敷きください。  

◦室内は土足禁止となっています。中履きとして運動靴の着用は可能です。  

（免責及び損害賠償）  

●利用中の展示物及び利用者・来場者・受講者等が持ち込みになられた物（貴重品を含む）等の盗難・破損事故及び

人身事故については、そ の原因の如何を問わず一切の責任を負いません。 

●天変地異、関係各省庁からの指導、その他当社の責に帰さない事由により利用が中止されたとき損害について一

切の責任を負いません。 

●建造物・設備・什器・貸出備品等を毀損・紛失された場合、その損害に対し全額賠償請求します。  



●利用者が本規約に違反したことにより当社が損害を被った場合、その損害に対し全額賠償請求します。 

●当社の責に帰すべき事由により利用者に損害が発生した場合、当社は受領した利用料金を限度として、その損害

を賠償するものとします。  

（安全管理） 

●利用中は、利用者の責任の下に防災・防犯等の安全管理を行ってください。  

●利用者は来場者等の安全の為、非常時に備え非常口、防災設備の位置や利用方法等を予め熟知してください。  

●会場の保全管理の必要があると判断した場合、立入ることがあります。また防災上必要と判断した場合は、利用

中であっても、機材等の移動をお願いします。 

●危険物の持ち込みは一切できません。  

（荷物の搬入出及び預かりについて）  

●荷物の運搬・搬入搬出、保管中の盗難・破損及び汚損につきましては、一切関知しません。  

●貴重品、精密機器、生鮮食料品、生き物については、荷物の事前搬入及び利用中のお預かりはできません。  

（利用後の原状回復）  

●会場内外の建造物・設備・貸出備品等を毀損・紛失・汚損させ、原状回復に実費や工数がかかる場合は、実費にて

請求いたします。  

●利用終了にあたり、発生したごみ等はすべてお持ち帰りいただき、原則利用前の状態まで原状回復してください。  

（遺失物の扱い）  

●施設内での遺失物は、利用日から２ヶ月保管したのち、警察に届けることとします。  

（規約の変更）  

●規約の内容は、予告なく変更することがあります。その際には利用者等にお知らせする努力を行います。 

（感染症対策）  

●施設内での感染防止  

・ 発熱や咳など体調に不安があるかたは、施設の利用をご遠慮ください。  

・ 手洗いや手指消毒などの感染予防を、利用者それぞれが徹底しましょう。  

・ 施設を利用する際は、マスクの着用（スポーツ活動等は除く）や咳エチケットを実践しましょう。  

・ 利用後に机やイスの背もたれなど、手で触れた場所の消毒にご協力ください（窓口で貸与します）。  

・ 水分補給などを除き、施設内での飲食は感染リスク回避を徹底しましょう。  

・ 混雑時は利用人数を制限させていただく場合があります。 

  ●社会的距離の確保  

・ 隣の方との距離を確保して活動しましょう。  

・ 立って行う活動は、両手を伸ばし前後左右で隣の人の手に触れない距離を確保しましょう。  

●定期的な換気の徹底  

・ 屋内施設では、機械換気とともに 1 時間毎に窓やドアを開放して十分な換気を行いましょう。  

・ 換気する際に屋外に音が漏れる場合は、その間の活動は控えましょう。  

●利用者・利用団体へのお願い  

・ 不特定多数が参加する大会や講演会などは、十分な感染拡大防止対策をお願いします。 

 ・ 一緒に活動した方の中から感染者が出た場合は、利用施設に連絡をお願いします。  

・ そのほか、施設管理者からの要請・指導に基づき、施設を利用していただきますようお願いします。 

 

規約変更日 2024 年 5 月 1 日 


